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○
学
校
図
書
館
の
課
題 

  

三
年
前
ま
で
、
京
都
市
図
書
館
と
学
校
図

書
館
と
の
連
携
と
い
え
ば
、
学
校
図
書
館
の

不
足
資
料
を
公
共
図
書
館
の
資
料
で
補
う
学

校
団
体
貸
出
や
、
職
員
が
授
業
に
出
向
き
ブ

ッ
ク
ト
ー
ク
を
実
施
す
る
な
ど
の
支
援
事
業

が
中
心
だ
っ
た
が
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
よ
り
、
学
校
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

図
書
館
を
計
画
的
に
利
活
用
す
る
授
業
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
三
月
に
、
京
都
市
は
「
第
３

次
京
都
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を

策
定
し
た
が
、
こ
れ
に
先
駆
け
学
校
で
は
「
学

校
図
書
館
大
改
造
」
と
称
し
書
架
の
レ
イ
ア

ウ
ト
変
更
や
配
架
の
見
直
し
な
ど
、
利
用
し

や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
て
環
境
整
備
が
実

施
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
、
二
百
校
以

上
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
小
中
総
合
支
援
学
校
で

整
備
を
終
え
（
平
成
二
十
七
年
度
に
全
校
整

備
完
了
）、
教
育
委
員
会
で
は
学
校
図
書
館
改

革
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。 

 

市
図
書
館
は
こ
の
機
を
と
ら
え
、
整
備
を

終
え
た
学
校
図
書
館
が
抱
え
る
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
の
場
を
持
っ
た
。
学
校

図
書
館
現
場
で
の
課
題
は
主
に
二
点
あ
り
、

一
点
目
は
「
学
校
図
書
館
標
準
蔵
書
割
合
」
に

照
ら
し
て
、
文
学
以
外
の
調
べ
学
習
用
資
料

が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
二
点
目

は
そ
の
資
料
を
子
ど
も
に
渡
す
職
員
の
問
題

だ
。 

 

市
図
書
館
で
は
十
年
前
か
ら
学
校
へ
の
団

体
貸
出
を
実
施
し
て
い
る
が
、
貸
出
の
際
に

は
、
役
立
っ
た
資
料
の
積
極
的
購
入
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
そ
れ
な
り
の
利
用
が
あ
っ
た

も
の
の
、
十
年
経
っ
て
も
蔵
書
に
変
化
が
な

い
理
由
の
一
つ
に
は
司
書
教
諭
を
は
じ
め
教

員
の
多
忙
が
あ
り
、
公
共
図
書
館
か
ら
借
り

た
資
料
の
検
証
は
困
難
な
状
況
だ
っ
た
。 

 

○
信
頼
で
き
る
リ
ス
ト
が
欲
し
い 

  

授
業
で
必
要
な
資
料
は
、
可
能
な
限
り
学

校
図
書
館
で
の
所
蔵
が
望
ま
れ
る
。
学
校
図

書
館
が
蔵
書
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
「
信
頼

で
き
る
リ
ス
ト
」
の
必
要
を
感
じ
た
。
信
頼
性

を
重
視
し
た
場
合
、
子
ど
も
の
調
べ
学
習
に

直
接
関
わ
る
現
場
教
員
の
意
見
は
必
須
だ
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
学
校
団
体
貸
出
の
利
用
が

多
い
小
学
校
に
照
準
を
合
わ
せ
、
こ
の
趣
旨

を
理
解
し
協
力
を
得
ら
れ
る
モ
デ
ル
校
を
選

ん
だ
。
モ
デ
ル
校
か
ら
は
授
業
の
テ
ー
マ
と

必
要
な
資
料
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
示
し

て
も
ら
い
、
市
図
書
館
は
そ
れ
を
参
考
に
資

料
を
選
定
し
学
校
に
配
送
、
活
用
し
た
教
員

全
員
が
評
価
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
市
図
書

館
で
単
元
や
テ
ー
マ
を
明
確
に
し
た
「
調
べ

学
習
の
た
め
の
推
薦
図
書
」
リ
ス
ト
を
作
成

し
た
。
入
手
困
難
な
資
料
で
も
教
員
の
評
価

が
高
か
っ
た
も
の
は
リ
ス
ト
に
加
え
、
除
籍

の
際
の
参
考
に
す
る
な
ど
、
様
々
な
活
用
を

可
能
に
し
た
。
こ
の
リ
ス
ト
は
、
教
育
委
員
会

の
「
京
都
市
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
」
を
通
し
て
全
教
員
が
共
有
で
き
る
。 

 

○
学
校
司
書
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
に 

 

資
料
の
充
実
と
と
も
に
重
要
な
の
が
、
司

書
教
諭
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
司
書
の
育
成

だ
。
京
都
市
に
は
現
在
百
二
十
一
名
の
学
校

司
書
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
力
量
に

は
個
人
差
が
あ
り
、
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

が
望
ま
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
市
図
書
館
の
司
書

に
依
頼
し
て
い
た
生
徒
へ
の
読
み
聞
か
せ
指

導
や
授
業
で
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
を
学
校

司
書
に
取
り
組
ま
せ
た
い
と
の
教
育
委
員
会

の
意
向
を
受
け
、
市
図
書
館
で
は
、
少
人
数
制

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
を
、
昨
年
か
ら

計
十
六
回
実
施
。
研
修
を
受
け
た
学
校
司
書

が
そ
れ
を
授
業
で
活
用
し
た
割
合
は
、
昨
年

度
で
四
割
を
超
え
て
い
る
。 

 

○
自
立
支
援
の
先
に
は 

  

本
来
、
公
共
図
書
館
と
学
校
図
書
館
で
は

よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
法
律
も
異
な
り
、
共
通

部
分
は
あ
る
も
の
の
担
う
役
割
は
違
う
。「
子

ど
も
が
本
と
出
会
う
新
た
な
取
組
」
の
た
め

に
も
、
今
後
ま
す
ま
す
、
互
い
が
自
立
し
協
働

す
る
関
係
が
望
ま
れ
る
。 

学
校
図
書
館
と
協
働
す
る
た
め
に 

～
自
立
を
支
援
す
る
～ 

京
都
市
図
書
館 

尾
上 

奈
緒 

京都府図書館等連絡協議会  

事務局 

京都市左京区岡崎成勝寺町 

京都府立図書館内 

TEL(075)762-4655 



(2) 

 

 

    

◎
北
部
会
場 

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
考
え
方
と
実
際
」 

日
程 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日

（
金
） 

場
所 

み
や
づ
歴
史
の
館 

講
師 

嶋
田 

学
氏 

 
 
 

（
瀬
戸
内
市
民
図
書
館
長
） 

概
要 

図
書
館
資
料
に
よ
り
構
成
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
役
割
と
機
能
、
資

料
選
択
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
講

演
と
演
習
に
よ
り
考
察
。 

◎
中
部
会
場 

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
：
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
を
利
用
に
繋
げ
る
た
め
の

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
」 

日
程 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
（
金
） 

場
所 

京
都
府
立
図
書
館 

講
師 

桂 

ま
に
子
氏 

（
京
都
女
子
大
学
講
師
） 

◎
南
部
会
場 

「
児
童
サ
ー
ビ
ス 

ま
ず
は
こ
こ
か
ら 

 

―
よ
く
考
え
て
み
よ
う 

サ
ー
ビ
ス
の
本

質
―
」 

日
程 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
（
水
） 

場
所 

文
化
パ
ル
ク
城
陽 

講
師 

出
口 

宏
子
氏 

（
前
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
長
） 

 

概
要 

「
図
書
館
は
人
が
一
生
涯
に
わ
た

っ
て
通
う
こ
と
が
出
来
る
唯
一
の

施
設
で
あ
り
、
子
ど
も
に
は
生
き

る
力
を
養
う
貴
重
な
場
と
な
る
」

と
の
講
演
を
通
し
て
、
児
童
サ
ー

ビ
ス
の
本
質
を
考
察
。 

      
 平

成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
に
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
実
務
研
修
会
が
京
都
府
立
図
書
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
京
都
女
子
大
学
講
師
の
桂
ま
に
子

氏
に
よ
る
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
と
は
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の
特
徴
を
小
型
の
カ
ー
ド
で

紹
介
し
た
も
の
で
、
平
成
二
十
二
年
度
に
桂

氏
が
考
案
さ
れ
た
新
し
い
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・

ツ
ー
ル
で
す
。 

 

前
半
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
を
考
案

さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
や
作
成
時
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
つ
い
て
御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
等
の
ツ
ー
ル
が
あ
っ

て
も
情
報
発
信
が
不
十
分
な
た
め
に
利
用
者

が
活
用
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、

情
報
発
信
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
可
視
化
な
ど
の
観
点
か
ら
考
案
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
京
都
女
子
大
学
司
書
課
程

で
は
発
信
型
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
演
習
と
し
て

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
ず

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の
評
価
を
行
い
、
書

誌
情
報
や
概
要
・
特
色
等
を
評
価
シ
ー
ト
に

ま
と
め
た
上
で
作
成
に
あ
た
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
大
学
図
書
館
か
ら
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
目
録
カ
ー
ド
を
譲
り
受
け
た

こ
と
か
ら
、
再
利
用
も
か
ね
て
平
成
二
十
三

年
度
後
期
か
ら
は
目
録
カ
ー
ド
を
用
い
て
作

成
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

公
共
図
書
館
が
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」

を
作
成
す
る
意
義
に
つ
い
て
の
お
話
の
中
で

は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
の
認
知
度
を
上

げ
る
こ
と
の
他
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成
時
に
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
付

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
館
で
作
成
さ
れ

た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
を
可
能

と
し
、
図
書
館
間
で
の
新
た
な
連
携
協
力
を

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
御
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
書
誌
情
報
を
載
せ
る
こ
と
を
ま
ず
基
本

に
、
利
用
者
が
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
を
手

に
取
り
た
く
な
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
載
せ
る
こ
と
で
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク

へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
学

生
が
作
成
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
と
そ
れ
に
対
す
る
評

価
コ
メ
ン
ト
を
多
数
紹
介
い
た
だ
き
、
必
ず

し
も
イ
ラ
ス
ト
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、

見
や
す
さ
、
わ
か
り
や
す
さ
が
重
要
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
半
は
前
半
の
講
演
を
も
と
に
、
実
際
に

Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
成
し
ま
し
た
。
各
自
で
持
参
し

た
筆
記
用
具
以
外
に
も
、
桂
氏
に
学
生
た
ち

と
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作
成
す
る
際
に
使
用
し
て
い
る

ペ
ン
や
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
一
時
間

程
度
で
作
成
し
ま
し
た
。
作
成
後
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
講
評
を
行
い
ま
し
た
。 

実
務
研
修
会
実
施
報
告 

中
部
研
修
参
加
報
告 

 

京
都
府
立
図
書
館 

望
月 

佑
梨
絵  

前半の講演会の様子 
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講
評
で
は
各
自
資
料
の
紹
介
と
ど
の
よ
う

な
点
を
工
夫
し
た
か
な
ど
を
発
表
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
こ

と
や
、
改
善
点
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
個
性
が
あ
り
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
授
業
で
学
生
が

Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
に
か
け
る
時
間
に
つ
い
て
、

ま
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
大
き
さ
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
桂
氏
か
ら
は
、
授
業
の
中
で
は
三

十
分
程
度
で
作
成
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
大

き
さ
に
つ
い
て
は
現
在
使
用
し
て
い
る
目
録

カ
ー
ド
の
大
き
さ
（
八×

十
三
セ
ン
チ
程
度
）

が
ち
ょ
う
ど
い
い
と
感
じ
て
い
る
が
、
決
ま

り
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
作
る
際
に

は
様
々
な
大
き
さ
で
作
成
し
て
み
て
、
意
見

を
伺
い
た
い
と
の
お
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

視
覚
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
と
利
用
者
と
を
繋
ぐ
き
っ
か

け
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
「
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」
で
す
が
、
公
共
図
書
館
で
は
ま

だ
活
用
事
例
が
な
く
、
今
回
の
研
修
に
よ
っ

て
公
共
図
書
館
へ
も
広
ま
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

   

                                

                                

「レファレンスＰＯＰ」作成に使用した画材 

「レファレンスＰＯＰ」作成の様子 

当
日
作
成
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
Ｐ
Ｏ
Ｐ

（
一
部
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

完
成
し
た
作
品
は
、
実
務
研
修
会
の
ペ
ー
ジ

(h
ttp

://w
w

w
.lib

ra
ry.p

ref.k
y
oto.jp

/?p
a
g

e_id
=

8
5
5
3
)

→
「
研
修
の
様
子
」
→
「
完
成

し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
スP

O
P

」
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。 

『時代小説職業事典』（学研 2009年） 

『京都府の地名』（平凡社 1981年） 『京都大事典』（淡交社 1984年） 
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京
都
に
関
す
る
資
料
の
総
合
的
な
収
集
、

保
存
、
公
開
を
五
十
年
以
上
に
わ
た
り
担
っ

て
き
た
府
立
総
合
資
料
館
が
、
新
た
に
、
京
都

の
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
研
究
支
援
や
学
習
・

交
流
の
機
能
を
加
え
、
京
都
北
山
の
新
た
な

文
化
・
学
習
交
流
拠
点
「
京
都
府
立
京
都
学
・

歴
彩
館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
平
成
二
十

八
年
十
二
月
二
十
三
日
に
一
部
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。 

「
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
」
は
、
府
立

総
合
資
料
館
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
新
た
な
文

化
創
造
・
発
信
拠
点
と
し
て
誕
生
し
、
そ
の
名

前
に
は
、「
日
本
文
化
の
ふ
る
さ
と
」
京
都
で

育
ま
れ
た
文
化
を
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
研
究
す
る
京
都
学
を
推
進
す
る
拠
点
と
な

り
、
さ
ら
に
は
、
様
々
な
方
が
学
び
・
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
鮮
や

か
に
彩
ら
れ
て
き
た
文
化
が
、
時
代
を
越
え

て
輝
き
続
け
る
よ
う
将
来
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。 

新
し
い
機
能
と
し
て
、
京
都
府
内
外
の
大

学
・
研
究
機
関
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
京
都
の

様
々
な
文
化
資
源
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
、
そ
れ
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
一
環
と
し
て
陽
明
文
庫
を
は

じ
め
京
都
に
存
在
す
る
膨
大
な
歴
史
・
文
化

の
貴
重
な
資
料
を
館
内
で
閲
覧
で
き
る
事
業

を
進
め
る
ほ
か
、
国
際
的
な
視
野
で
幅
広
い

研
究
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
若
い

研
究
者
を
招
聘
し
、
京
都
で
そ
の
研
究
を
深

化
す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
研
究
の
推
進
と
様
々
な
交
流
に
よ
り
、
京

都
の
奥
深
い
文
化
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
こ

と
や
、
世
界
へ
の
京
都
文
化
の
発
信
が
進
む

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

現
在
は
一
階
の
交
流
フ
ロ
ア
の
一
部
を
開

館
し
て
い
ま
す
。
一
階
に
は
、
京
都
の
文
化
に

関
す
る
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研
究
報
告
会
、

講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
多
彩
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
会
場
と
な
る
四
百
八
十
四
席
の
大
ホ

ー
ル
や
百
席
の
小
ホ
ー
ル
な
ど
の
ほ
か
、
京

都
府
が
所
蔵
す
る
文
書
資
料
や
美
術
工
芸
品

を
展
示
公
開
す
る
展
示
室
、
自
主
研
究
や
学

習
に
利
用
で
き
る
学
習
室
（
整
備
中
）、
京
都

の
歴
史
や
文
化
等
を
学
び
、
研
究
す
る
方
の

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
京
都
学
ラ
ウ
ン
ジ
等

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
階
は
、
こ
れ
ま
で
府
立
総
合
資
料
館
が

収
集
・
所
蔵
し
て
き
た
京
都
に
関
す
る
図
書

資
料
、
古
文
書
、
行
政
文
書
、
写
真
資
料
な
ど

約
七
十
四
万
冊
（
点
）
に
加
え
、
府
立
大
学
・

府
立
医
科
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
図
書
約

二
十
万
冊
・
学
術
雑
誌
約
二
千
種
を
、
ど
な
た

で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
閲
覧
フ

ロ
ア
と
し
て
整
備
し
、
平
成
二
十
九
年
春
の

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

京
都
の
文
化
の
普
遍
的
価
値
を
探
る
京
都

学
研
究
の
推
進
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
人
々
が

集
い
、
楽
し
く
学
び
交
流
す
る
中
か
ら
新
た

な
文
化
価
値
を
創
造
す
る
施
設
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
機
能
拡
充
の
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

   

【
後
期
の
開
催
実
績
】 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
六
日
（
日
） 

 

第
五
回
子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン
テ 

ス
ト
表
彰
式 <

府
教
委
と
の
共
催
事
業>

 

（
御
所
西
京
都
平
安
ホ
テ
ル
） 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
（
金
） 

実
務
研
修
会
（
北
部
／
み
や
づ
歴
史
の
館
） 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
（
金
） 

実
務
研
修
会
（
中
部
／
府
立
図
書
館
） 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
七
日
（
水
） 

実
務
研
修
会
（
南
部
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽
） 

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
（
水
） 

 

相
互
協
力
実
務
担
当
者
会
議 

（
府
立
図
書
館
） 

 

【
今
後
の
予
定
】 

平
成
二
十
九
年
三
月
中
旬
（
予
定
） 

 

第
二
回
理
事
会 

（
亀
岡
市
立
図
書
館
中
央
館
） 

 

京
都
学
・
歴
彩
館
が 

一
部
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た 

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館 

平
成
二
十
八
年
度
後
期 

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
事
業 

＝
会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝ 

第
九
十
六
号
を
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一
面
参
照
）
に

全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
。
御
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

『おはなし会プログラム』（読書サポート 2008年） 『367日誕生日大事典』（日外アソシエーツ 2007年） 
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